
 

令和３年度青森県医師修学資金修学生 募集要領 

（３次募集） 

 

１ 目 的  

この制度は、青森県外の大学で医学を専攻する本県出身者で、将来県内の病院、診療所、保健所

等（以下「病院等」という。） に医師として勤務しようとする者に対し､修学に必要な資金を貸与

することにより、本県出身者の修学機会の確保に資するとともに、卒業後､県が設置している「青

森県地域医療支援センター」に登録し、県内の病院等に勤務したときに修学資金の返還を免除する

ことにより、県内の医師の充足を図ることを目的とする。 

 

２ 応募資格及び募集人員 

（1） 青森県外の大学に在学する本県出身の医学生で、将来県内の病院等に医師として勤務しよう

とする者。 

なお、本県出身とは、県内高等学校出身者等をいう。 

（2） 募集人員  ３人程度 

 

３ 貸与の内容等 

（1） 貸与の額      自宅外通学者 － 月１５万円 

            自宅通学者  － 月 ９万円 

           ※ 入学した月は２８万２千円を加算 

＜ 自宅外通学者の基準 ＞ 

  （1）貸与を申請した日現在、現に自宅外から通学している者 

  （2）自宅から通学している者で家計に特別な事情のある者 

 

＜ 自宅の基準 ＞ 

本人と生計を一にする家族の住所とする。 

なお、転勤等の関係で主たる家計支持者が、一時的に家族と別居している場合は、 

その家族の住所を自宅とみなす。 

（2） 交付の方法    

毎月、本人の指定した銀行口座に振り込みする。 

      なお、初回は、貸与開始月～初回支払月分を一括して、申請があった月の翌々月に振込予定。 

（3） 貸付期間    

契約で定める月から大学を卒業する月まで（正規の修学期間に限る。） 

      ただし、休学又は停学の期間は貸与しない。 

（4） 貸付利息 

無利息 

 



 

４  返還 

（1） 修学資金の貸与を受けた者（以下「被貸与者」という。）が、次のいずれかに該当するときは、

その事由発生の６月経過後から、修学資金の貸与を受けた期間の２分の１に相当する期間内に

修学資金を返還しなければならない。 

① 次により契約を解除されたとき。 

      ア  退学したとき。 

      イ  心身の故障のため修学の見込みがなくなったと認められるとき。 

      ウ  学業成績が著しく不良となったと認められるとき。 

      エ  修学資金の貸与を受けることを辞退したとき。 

      オ  その他修学資金の貸与の目的を達成する見込みがなくなったと認められるとき。 

    ② 死亡したとき。 

    ③ 大学を卒業した後、２年以内に医師とならなかったとき。 

    ④ 医師となった後、直ちに県内の病院等に医師として勤務しなかったとき。 

    ⑤ 県内の病院等に勤務しなくなったとき。 

（2） 返還方法は、月賦の均等払いとする。ただし、繰り上げ返還することができる。 

 

５  返還債務の履行猶予 

（1） 被貸与者が次のいずれかに該当するときは、当該期間及び当該期間の終了後６月を経過するま

での期間は、返還債務の履行を猶予する。 

① 県内の病院等に医師として勤務しているとき。 

② 医師法第１６条の２第１項に基づく臨床研修を行っているとき。 

  ③ 大学院の医学に関する修士課程、博士課程又はこれらに相当する教育を行う課程（外国を含

む。）に在学しているとき。 

（2） （1）以外の災害、疾病その他止むを得ない事由があるときは、その事由が継続する期間に限

って、返還債務の履行を猶予する。 

 

６ 返還債務の当然免除  

（1） 被貸与者が県内の病院等に医師として勤務し、その勤務期間が通算して３年以上であり、かつ

修学資金の貸与を受けた期間の１.５倍に相当する期間に達したときは返還債務の全部を免除す

る。 

（2） 前項を除き、被貸与者が県内の病院に勤務し、その期間が３年以上であるときは、返還債務の

一部を免除する。 

＜ 一部免除額の計算式 ＞       勤務期間 

貸与総額 ×  

                貸与期間 × １.５ 

 

 

 

 



 

７ 返還債務の裁量免除 

被貸与者に次のいずれかの事由が生じたときは、修学資金の全部又は一部を免除する。 

（1） 勤務期間中の業務に起因する死亡又は業務に起因する心身の故障のため、業務を継続できなく

なったとき。 

（2） 心身の故障その他止むを得ない事由により、修学資金の返還が特に困難であるとき。 

 

８ 学業成績表の提出 

修学生（１年生を除く。）は、毎年学業成績表を知事に提出しなければならない。 

また、正当な理由がなく学業成績表の提出をしなかったときは、修学資金の貸与を一時保留する

ことがある。 

 

９ 応募方法 

（1） 提出書類 

① 貸与申請書（第１号様式） 

       （返済能力のある連帯保証人を２人とすること。） 

② 所信書・家計の実情等申出書（別添様式による） 

③ 健康診断書 

④  在学証明書の写し（大学所定のもの） 

⑤  学業成績表等 

     ア 令和３年度入学者については、出身高等学校が作成した「調査書」 

     イ 大学在学者は前学年度末における「学業成績表」 

   ⑥ 戸籍抄本 

⑦ 出身世帯の家族（生計を一にする者（無職の者を含む））及び連帯保証人の所得を証明する

書類（令和２年分の源泉徴収票、市町村発行の所得証明書） 

（2） 募集期間  

令和３年１２月３日（金）まで（必着） 

（3） 提出先  

      〒０３０－８５７０ 青森市長島１－１－１ 

青森県健康福祉部医療薬務課  良医育成支援グル－プ 

電話 ０１７－７３４－９２８８ 

 

10 選考方法及び通知 

    選考は次の２段階方式で行う。 

（1） １次選考 

提出書類の審査等により選考し、本人に通知する。 

なお、審査に際しては家族の経済的状況等が考慮されるので留意すること。 

（2） ２次選考 

  ① １次選考された者について、面接を行い、その総合判定により決定し本人に通知する。 

②  面接実施日  申請日から２週間程度（予定） ※ 変更になることがあります。 


